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令和３年度 第１回 民間取組等と連携した 

自然環境保全の在り方に関する検討会 
 

日時 ：令和３年 8月 18日（水） 10：00 ～ 12：00 

場所 ：WEB 会議   

 

議 事 次 第 
 

１．開会 

 

２．議題 

（１）民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域を認定する基準の

考え方について 

 

（２）海域における OECM について 

 

（３）その他 

 

３．閉会 

 

資料一覧 

第１回検討会 議事次第 

第１回検討会 出席者名簿 

  

資料１  これまでの検討経緯等について 

資料２  民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域を認定

する基準の考え方について 

資料２別添 IUCN Methodology Step 1～3 の項目内容 

資料３  海域におけるOECMについて 

 

参考資料１ Site-level methodology for identifying other effective area-

based conservation measures (OECMs) Draft Version 1.0 
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出席者名簿 

民間取組等と連携した自然環境保全の在り方に関する検討会 委員 

氏名 所属・役職 出 欠 

石井 実 地方独立行政法人 
大阪府立環境農林水産総合研究所 理事長 出 席 

一ノ瀬 友博 慶應義塾大学 環境情報学部 教授 出 席 

佐藤 留美 特定非営利活動法人 
Green Connection TOKYO 代表理事 出 席 

竹ケ原 啓介 株式会社 日本政策投資銀行 
設備投資研究所 エグゼクティブフェロー 出 席 

土屋 俊幸 東京農工大学 名誉教授 出 席 

広田 純一 特定非営利活動法人 
いわて地域づくり支援センター 代表理事 欠 席 

藤倉 克則 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 
地球環境部門 海洋生物環境影響研究センター センター長 出 席 

八木 信行 東京大学大学院 農学生命科学研究科 教授 出 席 

渡辺 綱男 国連大学 サステイナビリティ高等研究所 
シニアプログラムコーディネーター 出 席 

（五十音順、敬称略） 
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奥田 直久 環境省 自然環境局長 
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